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久
多
の
木
造
五
輪
塔

宮　

﨑　

健　

司

は
じ
め
に

二
〇
一
〇
年
三
月
、
京
都
市
左
京
区
久
多
中
の
町
に
所
在
す
る
志
古
淵
神
社
に
平
安
時
代
後
期
の
制
作
と
思
わ
れ
る
木
造
五
輪
塔
が
保

存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。︶

1
︵

本
五
輪
塔
に
は
年
紀
の
墨
書
が
あ
る
ほ
か
、
Ｘ
線
透
過
装
置
に
よ
る
撮
影
な
ど
に
よ
っ
て
納
入
品
の

存
在
も
知
ら
れ
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
文
化
財
的
価
値
の
き
わ
め
て
高
い
も
の
と
し
て
京
都
市
指
定
文
化
財
に
な
っ
た
。

志
古
淵
神
社
が
所
在
す
る
久
多
地
域
は
、
上
の
町
・
中
の
町
・
下
の
町
・
宮
の
町
・
河
合
の
五
つ
の
集
落
か
ら
な
る
、
滋
賀
県
と
の
県

境
に
接
し
た
山
村
で
あ
る
。
康
平
七
年
︵
一
〇
六
四
︶
に
藤
原
氏
の
法
成
寺
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、︶

2
︵

十
二
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
古

い
歴
史
を
も
つ
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
志
古
淵
神
社
は
、
創
建
未
詳
な
が
ら
社
伝
で
は
延
暦
十
二
年
︵
七
九
三
︶
の
創
建
と
伝
え
、
確
実

な
史
料
と
し
て
は
天
福
元
年
︵
一
二
三
三
︶﹁
久
多
荘
田
代
注
進
状
﹂
に
﹁
上
宮
敷
地
三
段
﹂﹁
下
宮
敷
地
二
段
﹂
な
ど
と
み
え
る
。︶

3
︵

ま
た
、

室
町
時
代
よ
り
伝
わ
る
花
笠
踊
は
国
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
久
多
地
域
お
よ
び
志
古
淵
神
社
は
、
古
い

歴
史
を
も
つ
地
域
、
神
社
で
、
平
安
時
代
後
期
の
木
造
五
輪
塔
を
伝
存
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
と
思
わ
れ
る
。︶

4
︵
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し
か
し
な
が
ら
、
本
品
に
関
す
る
伝
承
は
地
元
に
一
切
残
っ
て
お
ら
ず
、
伝
来
を
知
る
手
が
か
り
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、
木
造
五
輪
塔
の
概
要
を
報
告
す
る
と
共
に
、
久
多
地
域
に
伝
来
し
た
背
景
も
考
慮
し
な
が
ら
、
墨
書
等
に
つ
い
て
若
干
の
検
討

を
お
こ
な
い
た
い
と
思
う
。

一　

木
造
五
輪
塔
の
概
要

1　

外
観
の
観
察
に
よ
る
知
見

久
多
の
木
造
五
輪
塔
は
、
檜
材
様
の
針
葉
樹
の
芯
部
分
で
制
作
さ
れ
、
五
輪
に
方
形
の
基
壇
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
塔
高
は
二
九
・
三

糎
、
基
壇
部
で
横
八
・
四
糎
×
奥
行
七
・
八
糎
と
な
っ
て
い
る
。
保
存
状
態
は
た
い
へ
ん
良
好
で
傷
み
が
少
な
い
優
品
と
い
え
よ
う
。
制

作
し
た
工
人
に
つ
い
て
は
、
本
五
輪
塔
の
中
軸
線
が
や
や
傾
き
、
削
り
出
し
も
粗
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
熟
練
の
工
人
と
は
思
わ
れ
な
い
。

し
か
し
、
面
取
り
や
水
輪
部
・
空
輪
部
の
球
形
の
削
り
出
し
に
は
注
意
が
払
わ
れ
て
お
り
、
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る

︵
図
1
︶。

各
部
分
の
法
量
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

基
壇　

高
八
・
二
糎　

最
大
幅
八
・
四
糎

地
輪　

高
五
・
五
糎　

最
大
幅
八
・
一
糎

水
輪　

高
四
・
四
糎　

最
大
径
七
・
八
糎

火
輪　

高
三
・
二
糎　

最
大
幅
七
・
五
糎

風
輪　

高
三
・
一
糎　

最
大
幅
七
・
〇
糎

空
輪　

高
四
・
九
糎　

最
大
径
六
・
七
糎
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本
五
輪
塔
の
各
部
に
は
墨
書
が
み
ら
れ
る
︵
図
2
︶。︶

5
︵

五
輪
部
の
四
面
に
は
種
字
︵
梵
字
︶
が
墨
書
さ
れ
、
三
面
︵
表
面
・
両
側
面
︶︶

6
︵

は
、

そ
れ
ぞ
れ
﹁
空
﹂﹁
風
﹂﹁
火
﹂﹁
水
﹂﹁
地
﹂
を
あ
ら
わ
す
﹁
ケ
ン
﹂﹁
カ
ン
﹂﹁
ラ
ン
﹂﹁
バ
ン
﹂﹁
ア
﹂
の
種
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。︶

7
︵

ま

た
、
背
面
に
は
釈
迦
如
来
・
多
宝
如
来
・
阿
弥
陀
如
来
・
観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
ら
わ
す
﹁
バ
ク
﹂﹁
ア
﹂﹁
キ
リ
ー
ク
﹂

﹁
サ
﹂﹁
サ
ク
﹂
の
種
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
基
壇
部
の
四
面
に
も
次
の
よ
う
な
墨
書
が
み
ら
れ
る
。

図 1　久多の木造五輪塔

図版Web非公開
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図
2　
木
造
五
輪
塔
実
測
図
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︵
表　

面
︶﹁
摩
訶
般
若
／
波
羅
蜜
多
／
心
經
観
自
在
／
菩
薩
﹂

︵
左
側
面
︶﹁
南
無
阿
／
弥
陁
佛
／
妙
法
蓮
華
經
﹂

︵
右
側
面
︶﹁
己
卯
歳
／
平
治
元
年
／
十
二
月
九
日
／
施
入
僧
寂
念
﹂

︵
背　

面
︶﹁
入
道
西
念
﹂

表
面
は
﹃
般
若
心
経
﹄
の
冒
頭
句
が
記
さ
れ
、
左
側
面
に
は
阿
弥
陀
仏
へ
の
帰
依
を
あ
ら
わ
す
念
仏
と
、
お
そ
ら
く
﹃
法
華
経
﹄
へ
の

帰
依
を
あ
ら
わ
す
題
目
と
思
わ
れ
る
も
の
が
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
右
側
面
に
は
年
紀
と
施
主
と
思
わ
れ
る
僧
侶
名
、
背
面
に
も
僧
侶
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
墨
書
の
う
ち
、
空
輪
部
と
風
輪
部
の
種
字
が
釈
迦
如
来
と
多
宝
如
来
を
あ
ら
わ
す
の
は
、﹃
法
華
経
﹄
巻
四
、
見
宝
塔
品
第

十
一
に
釈
迦
の
﹃
法
華
経
﹄
説
法
中
に
多
宝
塔
が
出
現
し
、
塔
内
に
い
た
多
宝
如
来
が
釈
迦
の
教
説
を
讃
嘆
し
、
正
し
い
こ
と
を
証
明
し

て
、
半
座
を
空
け
て
釈
迦
と
と
も
に
併
座
し
た
と
説
か
れ
る
こ
と
に
関
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
種
字
と
基
壇
部
の
題
目
の
墨
書
を

あ
わ
せ
て
本
五
輪
塔
に
法
華
経
信
仰
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
方
、
背
面
の
火
輪
部
か
ら
地
輪
部
に
か
け
て
阿
弥
陀
如
来
と
観

音
菩
薩
、
勢
至
菩
薩
を
あ
ら
わ
す
種
字
が
記
さ
れ
、
阿
弥
陀
三
尊
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
種
字
と
基
壇
部
の
念
仏
の
墨

書
を
あ
わ
せ
て
本
五
輪
塔
に
浄
土
信
仰
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
法
華
信
仰
と
浄
土
信
仰
の
要
素
を
示
す
こ
と
か

ら
本
五
輪
塔
が
天
台
系
に
ゆ
か
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

基
壇
部
の
墨
書
で
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
は
平
治
元
年
︵
一
一
五
九
︶
十
二
月
九
日︶

8
︵

と
い
う
年
紀
で
あ
る
。
こ
の
年
紀
を
信
じ
れ
ば
、

本
五
輪
塔
が
五
輪
塔
と
し
て
は
か
な
り
古
い
時
代
の
制
作
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

五
輪
塔
の
制
作
は
、
文
献
上
、
十
一
世
紀
頃
に
さ
か
の
ぼ
る
と
さ
れ
る
が
、
遺
品
と
し
て
は
十
二
世
紀
か
ら
確
認
で
き
る
。︶

9
︵

表
1
は

十
三
世
紀
ま
で
に
年
紀
の
判
明
す
る
五
輪
塔
の
遺
品
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。︶

10
︵

ま
ず
、
五
輪
塔
の
意
匠
を
施
し
た
最
古
の
も
の
は
①
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表
1　

年
紀
の
判
明
す
る
平
安
・
鎌
倉
期
の
現
存
五
輪
塔

年
紀

材
質
形
状

指
定
備
考

所
蔵

①
保
安
三
︵
一
一
二
二
︶
瓦
文
様

最
古
の
五
輪
塔
の
造
形

︵
法
勝
寺
小
塔
院
︶

②
康
治
元
︵
一
一
四
二
︶
銅
製
錫
杖
文
様

重
文
最
古
の
立
体
五
輪
塔

静
岡
・
鉄
舟
寺

③
天
養
元
︵
一
一
四
四
︶
土
製
五
輪
塔
五
輪
塔

重
文

兵
庫
・
常
福
寺

④
久
安
三
︵
一
一
四
六
︶
陶
製
五
輪
塔
五
輪
塔

重
文
最
古
の
陶
製
五
輪
塔
・
在
銘
五
輪
塔

愛
知
・
愛
知
県
陶
磁
資
料
館

⑤
長
寛
二
︵
一
一
六
四
︶
水
晶
製
経
軸
軸
端
︵
平
家
納
経
︶
国
宝
最
古
の
水
晶
製
五
輪
塔

広
島
・
厳
島
神
社

⑥
長
寛
二
︵
一
一
六
四
︶
銅
造
梵
鐘
文
様

重
文

兵
庫
・
徳
照
寺

⑦
仁
安
四
︵
一
一
六
九
︶
石
造
五
輪
塔

重
文
最
古
の
石
造
五
輪
塔

岩
手
・
中
尊
寺
釈
尊
院

⑧
嘉
応
二
︵
一
一
七
〇
︶
石
造
五
輪
塔

重
文

大
分
・
個
人
蔵

⑨
承
安
二
︵
一
一
七
二
︶
石
造
五
輪
塔

重
文

大
分
・
個
人
蔵

⑩
治
承
五
︵
一
一
八
一
︶
石
造
五
輪
塔

重
文

福
島
・
玉
川
村

⑪
文
治
二
︵
一
一
八
六
︶
木
製
五
輪
塔
形
造
像
銘
札

重
文
納
入
品

静
岡
・
願
成
就
院

⑫
建
久
八
︵
一
一
九
七
︶
水
晶
製
三
角
五
輪
塔

国
宝
納
入
品

山
口
・
阿
弥
陀
寺

⑬
建
久
八
︵
一
一
九
七
︶
銅
製
錫
杖
文
様

重
文

埼
玉
・
歓
喜
院

⑭
建
久
九
︵
一
一
九
八
︶
銅
製
三
角
五
輪
塔

重
文

滋
賀
・
胡
宮
神
社

⑮
正
治
元
︵
一
一
九
九
︶
水
晶
製
五
輪
塔

重
文
納
入
品

京
都
・
峰
定
寺

⑯
建
仁
八
︵
一
二
〇
三
︶
板
彫
五
輪
塔

重
文

三
重
・
新
大
仏
寺

⑰
弘
安
四
︵
一
二
八
一
︶
木
造
五
輪
塔

重
文
最
古
の
木
造
五
輪
塔
・
納
入
品

奈
良
・
東
大
寺

⑱
弘
安
六
︵
一
二
八
三
︶
木
造
五
輪
塔

重
文

愛
知
・
性
海
寺
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で
、
保
安
三
年
︵
一
一
二
二
︶
年
に
建
立
さ
れ
た
法
勝
寺
小
塔
院
の
瓦
の
文
様
で
あ
る
。︶
11
︵

立
体
の
五
輪
塔
と
し
て
最
古
の
も
の
は
②
で
、

康
治
元
年
︵
一
一
四
二
︶
の
銅
製
錫
杖
の
飾
り
に
な
る
が
、
単
体
の
五
輪
塔
と
し
て
制
作
さ
れ
た
最
古
の
も
の
は
④
で
、
静
岡
県
湖
西
窯

跡
出
土
の
久
安
三
年
︵
一
一
四
六
︶
の
陶
製
五
輪
塔
で
あ
る
。
ま
た
、
石
造
五
輪
塔
と
し
て
最
古
の
も
の
は
⑦
で
、
仁
安
四
年
︵
一
一
六
九
︶

の
中
尊
寺
釈
尊
院
の
も
の
で
あ
り
、
木
造
五
輪
塔
と
し
て
最
古
の
も
の
は
⑰
で
、
五
輪
塔
自
体
に
は
年
紀
を
も
た
な
い
が
、
弘
安
四
年

︵
一
二
八
一
︶
に
造
立
さ
れ
た
東
大
寺
の
四
天
王
像
︵
重
文
︶
の
持
国
天
像
に
納
入
さ
れ
た
小
型
の
木
造
五
輪
塔
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ

ら
の
五
輪
塔
の
遺
品
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
平
治
元
年
の
年
紀
を
も
つ
本
五
輪
塔
は
、
在
銘
五
輪
塔
と
し
て
は
二
番
目
に
、
木
造
五
輪
塔

と
し
て
は
現
存
最
古
の
遺
品
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
こ
で
年
紀
の
真
偽
を
確
か
め
る
べ
く
特
別
行
政
法
人
文
化
財
機
構
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
年
輪
年
代
研
究
室
の
協
力
に
よ
り
マ
イ
ク

ロ
フ
ォ
ー
カ
ス
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
に
よ
る
撮
影
を
お
こ
な
い
、
年
輪
年
代
の
測
定
を
お
こ
な
っ
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
有
効
な
測
定
値

を
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
年
紀
を
確
か
め
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
基
壇
部
の
墨
書
の
書
風
を
み
る
限
り
、
新
し
い
も
の
と
は
思

わ
れ
ず
、
石
造
五
輪
塔
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
変
遷
に
照
ら
せ
ば
、
地
輪
部
の
全
体
に
対
す
る
割
合
の
低
さ
や
、
水
輪
部
の
球
体
と
し
て

の
不
整
形
さ
な
ど
、
古
い
形
態
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。︶

12
︵

こ
れ
ら
の
点
か
ら
判
断
し
て
、
本
五
輪
塔
が
年
紀
の
と
お
り
十
二
世
半

ば
に
さ
か
の
ぼ
る
作
品
と
し
て
認
め
う
る
と
考
え
る
。

こ
の
年
紀
は
平
治
の
乱
勃
発
の
日
に
あ
た
っ
て
い
る
。
本
五
輪
塔
と
平
治
の
乱
と
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
未
詳
と
せ
ざ

る
を
え
な
い
が
、
興
味
深
い
点
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
墨
書
が
す
べ
て
一
筆
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
種
字
の
部

分
と
他
の
墨
書
で
は
比
較
し
に
く
い
の
で
留
保
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
基
壇
部
の
墨
書
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
同
筆
と
み
て
よ
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
背
面
の
﹁
入
道
西
念
﹂
と
他
の
三
面
の
墨
書
と
で
は
や
や
趣
を
異
に
し
て
い
る
と
も
い
え
、
異
筆
の
可
能
性
も
考

え
ら
れ
よ
う
。
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次
に
基
壇
部
左
側
面
の
年
紀
と
僧
侶
名
の
墨
書
だ
が
、
こ
れ
は
﹁
施
入
僧
寂
念
﹂
が
本
五
輪
塔

を
造
立
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
造
立
の
目
的
に
つ
い
て

は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
造
立
目
的
に
つ
い
て
、
基
壇
部
背
面
の
僧
侶
名
の
墨
書
が
関
わ
る
も
の

で
あ
る
な
ら
ば
、﹁
入
道
西
念
﹂
の
追
善
供
養
な
ど
が
候
補
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
両
僧
侶
の
比

定
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
保
存
状
態
の
よ
さ
に
留
意
す
る
な
ら
ば
、
本

五
輪
塔
が
仏
像
の
納
入
品
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

以
上
が
外
観
の
観
察
に
よ
る
知
見
で
あ
る
。
次
に
Ｘ
線
透
過
装
置
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
納

入
孔
お
よ
び
納
入
品
の
知
見
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

2　

Ｘ
線
透
過
装
置
等
に
よ
る
観
察
の
知
見

本
五
輪
塔
に
納
入
品
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
目
視
に
よ
り
基
壇
部

と
地
輪
部
に
納
入
孔
ら
し
き
切
り
込
み
が
あ
る
こ
と
で
わ
か
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

ま
ず
、
大
谷
大
学
博
物
館
で
Ｘ
線
透
過
装
置
に
よ
る
撮
影
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結

果
、
納
入
品
の
状
況
ま
で
は
十
分
に
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
当
該
部
分
に
納
入
孔
が

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
︵
図
3
・
4
︶。
さ
ら
に
当
初
わ
か
ら
な
か
っ
た
空
輪
部
に
も

頂
上
部
か
ら
彫
り
込
ま
れ
た
納
入
孔
が
あ
り
、
そ
の
底
部
に
や
や
不
整
形
な
球
形
の
納

入
品
が
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
︵
図
5
︶。
そ
の
後
、
上
述
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ー
カ
ス

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
に
よ
る
断
層
写
真
の
デ
ー
タ
を
、
島
津
製
作
所
分
析
計
測
事
業
部
応
用

図 4　基壇部（X線画像） 図 3　地輪部（X線画像）

図版Web非公開

図版Web非公開
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技
術
部
京
都
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り
三
次
元
に
画
像
化
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
各
納
入
孔
の
状
況
は
ず
い
ぶ
ん
と
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
基
壇
部
の
納
入
孔
は
、
背
面
か
ら
粗
く
彫
り
込
ま
れ
て
不
整
形
な
方
形
を
な
し
て
い
る
。

納
入
孔
内
部
の
法
量
は
、
高
さ
二
・
八
糎
×
横
二
・
一
糎
×
奥
行
二
・
一
糎
で
、
厚
さ
〇
・
八
糎

の
蓋
で
閉
じ
ら
れ
て
い
た
。
納
入
品
は
、
納
入
孔
奥
に
押
し
込
ん
だ
形
で
、
手
前
に
若
干
の
空
間

が
あ
り
、
削
り
屑
ら
し
き
も
の
も
確
認
で
き
る
。
納
入
品
は
、
渦
巻
き
状
に
巻
か
れ
て
お
り
、
紙

の
よ
う
な
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
願
文
あ
る
い
は
結
縁
者
の
交
名
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
い
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
よ
う
︵
図
6
︶。

次
に
地
輪
部
の
納
入
孔
は
、
基
壇
部
同
様
に
背
面
か
ら
粗
く
彫
り
込
ま
れ
て
不
整
形
な
方
形
を

な
し
て
い
る
。
納
入
孔
内
部
の
法
量
は
高
さ
二
・
三
糎
×
横
一
・
七
糎
×
奥
行
一
・
五
糎
で
、

厚
さ
〇
・
八
糎
の
蓋
で
閉
じ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
納
入
孔
奥
半
分
は
手
前
に
比
べ
高
さ
が
低

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
納
入
品
は
、
納
入
孔
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
込
ま
れ
た
状
況
で
、

渦
巻
き
状
に
巻
か
れ
た
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
折
り
畳
ん
だ
よ
う
に
も
み
う
け
ら
れ
る
箇
所

も
あ
る
。
そ
の
様
子
か
ら
納
入
品
の
材
質
は
基
壇
部
同
様
に
紙
類
あ
る
い
は
布
類
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
や
は
り
願
文
あ
る
い
は
結
縁
者
の
交
名
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
い
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
よ
う
︵
図
7
︶。

最
後
に
空
輪
部
の
納
入
孔
は
、
頂
上
部
よ
り
縦
に
粗
く
彫
り
込
ま
れ
、
円
筒
形
を
な
し
て

い
る
。
納
入
孔
内
部
の
法
量
は
、
径
一
・
四
糎
︵
上
端
︶
×
深
さ
一
・
六
糎
で
、
厚
さ
〇
・

図 5　空輪部（X線画像）図 6　基壇部（3D画像）

図版Web非公開
図版Web非公開
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八
糎
の
蓋
で
閉
じ
ら
れ
て
い
た
。
基
壇
部
・
地
輪
部
と
は
異
な
り
、
納
入
孔
の
痕
跡
が
目
視
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
蓋
を
閉
じ
た

後
、
再
整
形
し
て
仕
上
げ
ら
れ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
納
入
品
は
、
丁
寧
に
二
重
の
袋
状
の
も
の
の
底
部
に
納
め
ら
れ
、
納
入
品
の

固
定
の
た
め
か
詰
め
物
を
し
た
状
態
で
あ
っ
た
︵
図
8
・
9
︶。
納
入
品
は
径
〇
・
二
五
糎
ほ
ど
の
や
や
不
整
形
な
球
形
で
、
断
層
映
像
か

ら
き
わ
め
て
高
密
度
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
材
質
と
し
て
は
、
玉
・
水
晶
や
真
珠
と
い
っ
た
も
の
が
考
え
ら
れ
よ
う
︵
図
10
︶。
ま
た
、

二
重
の
袋
状
の
も
の
の
う
ち
、
外
側
は
、
上
端
を
閉
じ
ず
、
底
部
を
丸
く
閉
じ
た
円
筒
状
に
織
ら
れ
た
布
類
と
思
わ
れ
、
太
い
糸
と
細
い

糸
に
よ
っ
て
織
ら
れ
た
も
の
と
み
う
け
ら
れ
る
︵
図
11
︶。
内
側
も
底
部
を
丸
く
閉
じ
た
円
筒
状
の
も
の
で
あ
る
が
、
上
部
は
完
全
に
閉

じ
ず
、
包
み
込
む
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
内
側
の
袋
自
体
は
三
層
構
造
に
み
う
け
ら
れ
、
外
皮
と
内
皮
が
薄
く
、
そ
の

内
側
は
厚
く
な
っ
て
い
る
︵
図
8
・
11
︶。
材
質
は
外
側
の
袋
状
の
も
の
と
印
象
は
異
な
り
、
繭
や
樹
皮
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

図 7　地輪部垂直断面（CT画像）

図 9　空輪部水平断面（CT画像）

図 8　空輪部（3D画像）

図版Web非公開

図版Web非公開

図版Web非公開
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納
入
品
で
注
目
さ
れ
る
の
は
空

輪
部
の
球
形
の
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
舎
利
の
よ
う
な
も
の
を
想
定

し
て
埋
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

す
る
な
ら
ば
、
五
輪
塔
の
三
昧
堂

起
源
説
と
の
関
係
で
注
意
さ
れ

る
。五

輪
塔
の
三
昧
堂
起
源
説
は
、

古
い
五
輪
塔
の
地
輪
部
が
低
平

で
、
火
輪
部
の
傾
斜
も
緩
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
モ
デ
ル
を
三
昧
堂
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
墓
上
に

遺
骨
を
納
め
た
塔
あ
る
い
は
堂
が
造
立
さ
れ
た
が
、
寛
弘
八
年
︵
一
〇
一
二
︶
の
一
条
上
皇
の
場
合
、
そ
の
形
状
に
つ
い
て
﹁
堂
一
間
、

其
様
如
三
昧
堂
﹂︶

13
︵

と
み
え
、
久
安
元
年
︵
一
一
四
五
︶
の
待
賢
門
院
璋
子
の
場
合
、
そ
れ
が
法
華
三
昧
堂
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ

の
塔
あ
る
い
は
堂
は
三
昧
堂
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
三
昧
堂
は
お
お
む
ね
正
方
形
の
平
面
プ
ラ
ン
を
し
て
お
り
、
そ
の
屋
根
に
は
舎

利
を
納
入
す
る
宝
珠
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
形
状
が
ま
さ
に
塔
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
そ
れ
が
五
輪
塔
の
起
源
と
み
る
の
で
あ

る
。︶

14
︵

こ
の
所
説
に
か
か
わ
っ
て
、
空
輪
部
に
舎
利
状
の
球
形
の
も
の
を
納
入
す
る
本
五
輪
塔
は
、
五
輪
塔
の
三
昧
堂
起
源
説
に
密
接
に
関

わ
る
遺
品
と
し
て
重
要
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
球
形
の
納
入
品
を
舎
利
と
想
定
す
る
と
、
そ
れ
を
納
め
る
二
重
の
袋
状
の
素
材
に
つ
い
て
も
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。
納
入

品
を
納
め
る
二
重
の
袋
状
の
う
ち
、
内
側
は
繭
や
樹
皮
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
を
考
え
る
上
で
鎌
倉
時
代
の
納

図 11空輪部納入品（3D画像）

図 10　空輪部納入品（CT画像）

図版Web非公開

図版Web非公開
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入
品
と
し
て
の
蓮
の
実
製
舎
利
容
器
が
注
目
さ
れ
る
。
蓮
の
実
製
舎
利
容
器
の
遺
品
は
い
く
つ
か
伝
存
す
る
が
、
そ
の
う
ち
嘉
元
二
年

︵
一
三
〇
四
︶
造
立
の
木
造
聖
徳
太
子
像
︵
南
無
仏
太
子
像　

奈
良
・
伝
香
寺
蔵
︶
の
納
入
品
の
事
例
が
興
味
深
い
。
本
像
納
入
品
の
蓮
の
実

製
舎
利
容
器
は
、
高
さ
約
二
・
七
糎
で
、
蓮
の
実
に
﹁
緑
る
り
︵
瑠
璃
︶﹂
と
﹁
白
舎
利
﹂
二
粒
を
籠
め
、
欅
材
の
宝
珠
形
の
栓
を
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
栓
も
実
は
五
輪
塔
の
上
半
部
、
つ
ま
り
空
輪
部
・
風
輪
部
・
水
輪
部
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
り
、
蓮
の
実
本
体
を

含
め
て
全
体
と
し
て
ま
さ
に
五
輪
塔
を
模
し
た
舎
利
容
器
と
い
え
る
。︶

15
︵

こ
の
点
、
本
五
輪
塔
の
空
輪
部
に
み
え
る
袋
が
蓮
の
実
で
あ
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

な
お
上
述
の
よ
う
に
本
五
輪
塔
が
三
昧
堂
起
源
説
や
蓮
の
実
製
舎
利
容
器
と
の
関
連
性
を
も
つ
こ
と
自
体
、
本
五
輪
塔
の
制
作
年
代
の

古
さ
を
示
し
て
い
る
も
の
と
も
考
え
る
。

次
に
基
壇
部
の
墨
書
に
み
え
る
僧
侶
名
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二　

木
造
五
輪
塔
の
墨
書
僧
侶
名

1　

基
壇
部
の
墨
書
「
入
道
西
念
」

平
治
元
年
の
年
紀
に
信
を
お
く
と
し
て
、
十
二
世
紀
中
頃
に
し
ぼ
っ
て
、﹁
西
念
﹂
と
い
う
僧
侶
を
み
て
み
る
と
、
二
人
の
僧
侶
が
あ

げ
ら
れ
る
。
一
人
は
峰
定
寺
を
開
山
し
た
観
空
西
念
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
出
土
資
料
に
み
え
る
西
念
で
あ
る
︵
以
下
、
二
人
を
区
別
す
る

た
め
、
前
者
を
﹁
観
空
西
念
﹂、
後
者
を
﹁
西
念
﹂
と
す
る
︶。︶
16
︵

前
者
の
観
空
西
念
は
、
房
号
を
観
空
と
い
い
、
三
滝
聖
人
と
称
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
生
没
年
は
未
詳
で
あ
る
。﹃
大
悲
山
縁

起
﹄︶

17
︵

に
よ
れ
ば
、
武
家
に
生
ま
れ
、
二
十
一
歳
で
父
の
喪
に
あ
い
、
そ
の
遺
言
に
よ
っ
て
二
十
五
歳
で
出
家
し
た
と
い
う
。
ま
た
、﹃
法

華
経
﹄
を
千
五
百
日
も
書
写
し
続
け
た
り
、
常
行
・
常
坐
三
昧
に
ふ
け
る
な
ど
天
台
系
の
僧
侶
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。﹃
保
元
物
語
﹄
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や
﹃
大
鏡
﹄
に
よ
れ
ば
、
保
元
元
年
︵
一
一
五
六
︶
鳥
羽
院
の
病
に
召
さ
れ
受
戒
の
師
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
交
流
が
あ
っ

た
も
の
と
み
ら
れ
、
久
寿
元
年
︵
一
一
五
四
︶
鳥
羽
院
の
勅
願
に
よ
っ
て
、
観
空
西
念
は
峰
定
寺
を
開
山
し
、︶
18
︵

本
尊
千
手
観
音
菩
薩
坐
像
、

不
動
明
王
お
よ
び
二
童
子
像
、
毘
沙
門
天
立
像
を
安
置
し
、︶

19
︵

当
寺
に
住
し
て
い
る
。
峰
定
寺
は
、
京
都
市
左
京
区
花
背
原
地
町
に
所
在
す

る
、
も
と
天
台
系
の
本
山
修
験
宗
寺
院
で
あ
る
。
創
建
後
、
諸
堂
が
整
備
さ
れ
て
い
く
が
、
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
平
治
元
年
︵
一
一
五
九
︶

十
月
に
鳥
羽
院
発
願
で
、
藤
原
通
憲
︵
信
西
︶
が
奉
行
し
、
平
清
盛
が
工
を
督
し
て
大
門
を
造
立
し
た
と
伝
え
る
。
観
空
西
念
を
鳥
羽
院

に
引
き
合
わ
せ
た
人
物
に
つ
い
て
は
藤
原
通
憲
な
い
し
は
平
清
盛
が
あ
げ
ら
れ
、
と
く
に
峰
定
寺
と
平
家
の
関
係
の
深
さ
か
ら
、
清
盛
で

は
な
い
か
と
類
推
さ
れ
て
い
る
。

次
い
で
後
者
の
西
念
は
、
上
述
の
よ
う
に
出
土
資
料
に
の
み
名
を
み
せ
る
人
物
で
、
観
空
西
念
に
ま
し
て
関
係
史
料
が
乏
し
く
、
生
没

年
未
詳
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
出
土
資
料
に
よ
っ
て
幾
ば
く
か
の
行
業
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
資
料
は
、
明
治
三
十
九
年
︵
一
九
〇
六
︶
十
一
月
に
京
都
市
下
京
区
松
原
通
大
和
大
路
東
入
る
の
地
で
出
土
し
た
も
の
で
、
保
延

六
年
︵
一
一
四
〇
︶
八
月
付
﹁
供
養
目
録
﹂︵
紺
紙
金
泥
︶、︶
20
︵

永
治
二
年
︵
一
一
四
二
︶︶
21
︵

三
月
付
﹁
供
養
目
録
﹂︵
紙
本
墨
書
︶、︶
22
︵

康
治
元
年

︵
一
一
四
二
︶
六
月
付
﹁
極
楽
願
往
生
歌
﹂︵
紙
本
墨
書
︶︶
23
︵

な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
二
つ
の
﹁
供
養
目
録
﹂
は
、
西
念
が
康
和
年
間
～
保
延

年
間
︵
一
〇
九
九
～
一
一
四
一
︶
に
か
け
て
修
し
た
読
経
・
写
経
・
造
仏
の
目
録
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
四
十
年
に
わ
た
っ
て
お
び
た

だ
し
い
作
善
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
両
目
録
に
よ
れ
ば
、
西
念
は
保
延
六
年
八
月
九
日
に
﹁
天
王
寺
之
西
門
者
極
楽
之

東
門
通
﹂
と
し
て
﹁
天
王
寺
之
西
海
﹂
に
身
を
投
じ
往
生
を
遂
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
り
、
両
目
録
も
そ
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
ら

し
い
。
ま
た
、
奉
納
や
転
読
は
鞍
馬
寺
な
ど
京
辺
の
み
な
ら
ず
、
長
門
や
越
前
の
気
比
宮
、
加
賀
の
白
山
な
ど
広
範
に
広
が
っ
て
お
り
、

そ
の
財
力
も
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
二
人
の
﹁
西
念
﹂
を
紹
介
し
た
が
、
史
料
に
み
え
る
あ
り
方
を
時
代
を
追
っ
て
み
る
と
、
西
念
か
ら
観
空
西
念
へ
と
連
続
し
て
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い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
、
同
一
の
人
物
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
観
空
西
念
は
二
十
五
歳
で
出
家
し
た
と
い
う
が
、
西

念
は
保
延
六
年
︵
一
一
四
〇
︶
三
月
三
日
に
出
家
し
、︶
24
︵

そ
れ
よ
り
四
十
年
前
の
康
和
二
年
︵
一
一
〇
〇
︶︶
25
︵

か
ら
在
俗
な
が
ら
仏
道
修
行
し
て

い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
も
し
観
空
西
念
と
西
念
が
同
一
人
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
観
空
西
念
は
五
歳
か
ら
仏
道
修
行
し
て
い
た
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
は
別
人
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
西
念
は
観
空
西
念
よ
り
年
長
で
、
観
空
西
念
が

峰
定
寺
を
開
山
し
た
久
寿
元
年
︵
一
一
五
六
︶
頃
に
は
、
七
十
代
後
半
以
上
の
高
齢
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
本
五
輪
塔
の
墨
書
﹁
入
道
西
念
﹂
に
比
定
す
る
な
ら
ば
、﹁
入
道
﹂
と
い
う
言
葉
に
若
干
問
題
を
有
す
る
も
の
の
、
両
者
と

も
に
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
後
述
の
と
お
り
観
空
西
念
が
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
考
え
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に
観
空
西
念
の
創
建
し
た
峰
定
寺
と
本
五
輪
塔
を
伝
存
し
た
久
多
地
域
と
に
密
接
な
関
係
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
平
治
元
年
︵
一
一
五
九
︶
四
月
日
付
﹁
前
太
政
大
臣
家
政
所
下
文
案
﹂︶
26
︵

に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

前
太
政
大
臣
家
政
所
下　

大
悲
山
寺

可
任
彼
寺
所
進
注
文
、
以
久
多
・
針
幡
・
大
見
三
箇
所
見
作
田
参
拾
伍
町
為
寺
領
事

在
久
多
田
拾
伍
町

針
幡
田
拾
伍
町

大
見
田
伍
町

右
、
大
悲
山
寺
寺
僧
注
申
云
、
件
三
箇
所
田
地
者
、
法
成
寺
御
料
也
。
而
依
有
便
宜
、
可
為
寺
領
。
其
替
立
改
他
所
、
可
為
法
成
寺

之
領
。
自
余
全
所
申
請
之
、
依
請
、
件
田
地
三
十
五
町
可
為
寺
領
。
又
作
人
同
随
寺
役
之
由
、
被
下　

院
宣
畢
者
。
件
田
地
三
十
五

町
并
作
人
等
、
可
令
従
彼
寺
。
至
于
杣
山
者
、
為
平
等
院
・
法
成
寺
修
理
杣
所
、
経
年
序
也
、
抑
彼
作
人
等
、
若
可
立
当
杣
者
、
任
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傍
例
可
勤
仕
両
方
之
役
。
兼
彼
三
十
五
町
之
外
田
畠
新
開
田
地
等
、
不
可
成
妨
、
寺
僧
等
宜
承
知
、
不
可
違
失
、
故
下

平
治
元
年
四
月　

日
案
主
惟
宗

別
当
右
大
弁
兼
遠
江
守
藤
原
朝
臣
判　

大
従
主
計
允
阿
倍

和
泉
守
藤
原
朝
臣
判　
　
　
　
　

大
書
史
主
計
允
兼
太

︵
マ
マ
︶后
宮
属
惟
宗
判

散
位
藤
原
朝
臣
判

少
納
言
兼
侍
従
安
芸
権
守
平
朝
臣
判

皇
太
后
宮
権
大
進
藤
原
朝
臣

こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
法
成
寺
領
内
の
田
地
三
十
五
町
が
峰
定
寺
領
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
田
地
の
う
ち
十
五
町
は
久
多
に

所
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
永
暦
元
年
︵
一
一
六
〇
︶
五
月
日
付
﹁
前
太
政
大
臣
家
政
所
下
文
案
﹂︶
27
︵

に
は
﹁
可
令
任
先
度
御
下
文
状
、
免
除

三
滝
聖
人
申
請
田
地
参
拾
伍
町
内
久
多
十
五
町

大
見
五
町
　

針
幡
十
五
町

　
　
　
　
　

所
当
年
貢
雑
事
等
事
﹂
と
み
え
、
法
成
寺
領
内
の
三
十
五
町
が
峰
定
寺
領
に
な
っ
た
の

は
、
峰
定
寺
開
山
で
あ
る
三
滝
聖
人
つ
ま
り
観
空
西
念
の
申
請
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
後
世
の
史
料
だ
が
、
寛

政
五
年
︵
一
七
九
三
︶
に
穐
里
湘
夕
が
著
し
た
﹃
都
花
月
名
所
﹄︶
28
︵

飛
泉
に
は

○
久
多
瀧　
　

大
悲
山

峯
定
寺
奥
院
と
称
す
。
開
山
観
空
上
人
入
定
の
瀧
と
い
ふ
。
今
も
読
経
の
声
風
に
谺
し
遠
く
耳
底
の
客
と
な
り
ぬ
。
こ
れ
を
訪
ね
て

山
中
に
入
れ
ば
杉
間
の
あ
ら
し
飛
泉
の
声
と
変
じ
跡
な
し
と
ぞ
。

と
み
え
、﹁
久
多
の
滝
﹂
は
峰
定
寺
の
奥
院
で
あ
り
、
観
空
西
念
の
入
定
の
場
所
と
伝
え
て
お
り
、
峰
定
寺
と
久
多
の
密
接
な
関
係
を
う

か
が
わ
せ
る
。︶

29
︵

し
た
が
っ
て
、
久
多
に
伝
存
す
る
本
五
輪
塔
の
墨
書
﹁
入
道
西
念
﹂
に
比
定
す
る
僧
侶
と
し
て
は
、
峰
定
寺
開
山
の
観
空
西
念
が
も
っ
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と
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

2　

基
壇
部
の
墨
書
「
施
入
僧
寂
念
」

﹁
西
念
﹂
と
同
様
に
十
二
世
紀
中
頃
に
し
ぼ
っ
て
、﹁
寂
念
﹂
と
い
う
僧
侶
を
探
し
て
み
る
と
常
磐
︵
大
原
︶
三
寂
の
一
人
で
あ
る
寂
念

が
あ
げ
ら
れ
る
。︶

30
︵

常
磐
三
寂
と
は
、
常
磐
に
別
荘
を
も
ち
﹁
常
磐
丹
後
守
﹂
と
称
さ
れ
た
藤
原
為
忠
︵
？
～
一
一
三
六
︶
の
三
人
の
息
子
、

寂
超
・
寂
念
・
寂
然
の
こ
と
で
あ
る
。

寂
念
は
為
忠
の
二
男
で
、
俗
名
を
藤
原
為
業
と
い
い
、
生
没
年
未
詳
な
が
ら
、
長
承
元
年
︵
一
一
三
二
︶︶
31
︵

頃
よ
り
寿
永
二
年
︵
一
一
八
三
︶︶
32
︵

頃
ま
で
の
足
跡
が
た
ど
れ
、
若
き
よ
り
歌
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
父
の
逝
去
後
、
常
磐
の
地
を
受
け
継
い
だ
ら
し
く
、
そ
の
地
に
御

堂
を
建
立
し
て
い
る
。
父
為
忠
は
白
河
院
の
近
臣
で
、
母
の
橘
大
夫
女
な
つ
と
も
も
白
河
院
逝
去
時
に
側
に
控
え
る
な
ど
夫
婦
揃
っ
て
白

河
院
に
仕
え
て
い
た
。︶

33
︵

ま
た
、
為
忠
は
鳥
羽
院
に
も
仕
え
、
な
つ
と
も
も
鳥
羽
天
皇
皇
后
待
賢
門
院
藤
原
璋
子
の
女
房
に
な
っ
て
お
り
、

寂
念
自
身
も
ま
た
待
賢
門
院
蔵
人
を
つ
と
め
て
い
る
。

寂
念
の
出
家
時
期
は
判
然
と
し
な
い
が
、
俗
人
と
し
て
み
え
る
確
か
な
も
の
は
保
元
三
年
︵
一
一
五
八
︶
正
月
三
十
日
に
蔵
人
で
対
馬

守
に
任
じ
ら
れ
た
史
料︶

34
︵

で
、
僧
寂
念
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
は
﹁
永
万
二
年
重
家
家
歌
合
﹂
で
、
女
の
二
条
院
内
侍
三
河
と
歌
合
に
参
加

し
た
仁
安
元
年
︵
一
一
六
六
︶
の
夏
・
秋
頃
の
こ
と
で
あ
る︶
35
︵

。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
出
家
時
期
は
、
保
元
三
年
正
月
三
十
日
か
ら
仁
安
元

年
秋
頃
ま
で
と
い
え
よ
う
。
時
期
的
に
み
て
墨
書
﹁
寂
念
﹂
の
候
補
と
し
て
十
分
に
想
定
し
う
る
と
考
え
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
寂

念
の
出
家
は
平
治
元
年
十
二
月
九
日
以
前
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

さ
て
、
先
に
基
壇
部
墨
書
に
つ
い
て
、﹁
寂
念
﹂
が
﹁
西
念
﹂
の
追
善
供
養
の
た
め
造
立
し
た
の
が
本
五
輪
塔
で
は
な
か
っ
た
か
と
想

定
し
た
が
、
そ
の
点
に
か
か
わ
っ
て
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
観
空
西
念
が
鳥
羽
院
と
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
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は
上
述
の
と
お
り
だ
が
、
寂
念
も
ま
た
白
河
院
、
鳥
羽
院
お
よ
び
待
賢
門
院
と
浅
か
ら
ぬ
関
係
に
あ
っ
た
。
特
に
鳥
羽
院
を
め
ぐ
っ
て
両

者
に
親
交
が
あ
っ
た
と
み
て
お
き
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
観
空
西
念
は
西
行
と
も
親
交
が
あ
っ
た
ら
し
い︶

36
︵

が
、
寂
念
も
ま
た
﹁
永
万
二
年

重
家
家
歌
合
﹂
で
西
行
と
と
も
に
参
加
し
て
お
り
、
弟
の
寂
然
は
西
行
と
親
し
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
西
行
を

め
ぐ
っ
て
も
両
者
の
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
観
空
西
念
と
寂
念
が
﹁
念
﹂
の
字
を
共
有
す
る
こ
と
か
ら
師
弟
関
係

も
想
像
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
五
輪
塔
の
造
立
目
的
を
﹁
寂
念
﹂
に
よ
る
﹁
西
念
﹂
の
追
善
供
養
で
あ
っ
た
と
ひ
と
ま
ず

考
え
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
久
多
の
木
造
五
輪
塔
の
概
要
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
墨
書
に
つ
い
て
縷
々
憶
説
を
述
べ
て
き
た
。
推
測
を
重
ね
た
も
の
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
五
輪
塔
が
文
化
財
と
し
て
き
わ
め
て
貴
重
な
遺
品
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
い

つ
か
本
五
輪
塔
を
解
体
修
理
す
る
こ
と
で
、
納
入
品
が
明
ら
か
に
な
り
、
本
五
輪
塔
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
ひ
と
ま
ず
擱
筆
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

註︵1
︶　

本
品
は
久
多
自
治
振
興
会
の
所
蔵
に
な
る
も
の
で
、
二
〇
一
〇
年
五
月
よ
り
大
谷
大
学
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

︵
2
︶　

長
承
二
年
︵
一
一
三
三
︶
七
月
十
二
日
付
﹁
明
法
博
士
中
原
明
兼
勘
注
﹂︵﹃
平
安
遺
文
﹄
二
二
八
一
号
文
書
︶。

︵
3
︶　

岡
田
浩
佐
家
文
書
。

︵
4
︶　

志
古
淵
神
社
に
は
鎌
倉
時
代
初
め
の
﹃
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
﹄︵
京
都
市
指
定
文
化
財
・
久
多
自
治
振
興
会
蔵
・
大
谷
大
学
博
物
館
受
託
︶
も

伝
来
し
て
い
る
。
宮
﨑
健
司
﹁
京
都
市
左
京
区
久
多
の
﹃
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
﹄﹂︵﹃
博
物
館
研
究
﹄
四
七
ノ
三
︿
五
二
五
﹀、二
〇
一
二
年
︶
参
照
。

︵
5
︶　

図
2
の
実
測
図
は
京
都
市
文
化
財
保
護
課
の
作
図
に
よ
る
。
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︵
6
︶　

納
入
孔
の
あ
る
面
を
背
面
と
み
て
表
記
す
る
。

︵
7
︶　

一
般
的
に
五
輪
の
種
字
は
﹁
ア
﹂﹁
バ
﹂﹁
ラ
﹂﹁
カ
﹂﹁
キ
ャ
﹂
で
あ
る
が
、本
品
の
水
輪
部
か
ら
空
輪
部
に
は
空
点
が
あ
る
。
こ
の
真
言
は
﹁
大

日
如
来
の
秘
密
の
真
言
﹂
と
し
て
、
灌
頂
後
、
重
ね
て
修
行
し
た
上
で
、
教
授
さ
れ
る
も
の
と
い
う
︵
村
上
泰
教
氏
の
教
示
に
よ
る
︶。

︵
8
︶　

平
治
元
年
十
二
月
九
日
を
新
暦
に
換
算
す
れ
ば
、
一
一
六
〇
年
正
月
二
十
六
日
と
な
る
が
、
平
治
元
年
を
一
一
五
九
年
と
便
宜
的
に
表
記
す
る
。

︵
9
︶　
﹁
解
題　

納
骨
五
輪
塔
﹂︵﹃
日
本
仏
教
民
俗
基
礎
資
料
集
成
﹄
二
︿
元
興
寺
極
楽
坊
Ⅱ
﹀、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
八
年
︶。

︵
10
︶　

①
の
年
紀
は
建
立
年
次
に
よ
る
。
③
の
年
紀
は
伴
出
し
た
天
養
元
年
銘
の
経
瓦
に
よ
る
。
⑪
は
願
成
就
院
蔵
不
動
明
王
・
二
童
子
・
毘
沙
門
天

像
︵
重
文
︶
の
、
⑫
は
鉄
舟
寺
蔵
鉄
製
宝
塔
︵
国
宝
︶
の
、
⑮
は
峰
定
寺
蔵
釈
迦
如
来
立
像
︵
重
文
︶
の
、
⑰
は
東
大
寺
蔵
四
天
王
像
︵
重
文
︶

持
国
天
像
の
、
そ
れ
ぞ
れ
納
入
品
に
な
る
。
遺
品
そ
の
も
の
に
年
紀
を
も
つ
の
は
②
④
⑥
⑦
～
⑩
⑪
⑬
⑭
⑯
⑱
で
あ
る
。

︵
11
︶　

法
勝
寺
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
し
て
は
、
瓦
当
に
五
輪
塔
を
描
く
軒
丸
瓦
や
五
輪
塔
文
を
押
印
し
た
平
瓦
な
ど
が
あ
る
。
な
お
法
勝
寺
跡
出

土
五
輪
塔
文
の
平
瓦
と
同
印
で
つ
く
ら
れ
た
平
瓦
が
大
阪
府
豊
中
市
山
ノ
上
遺
跡
や
大
阪
府
堺
市
大
保
遺
跡
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。

︵
12
︶　

註
︵
9
︶
に
同
じ
。

︵
13
︶　
﹃
権
記
﹄
寛
弘
八
年
七
月
二
十
日
条
。

︵
14
︶　

註
︵
9
︶
に
同
じ
。

︵
15
︶　

杉
﨑
貴
英
﹁
蓮
の
実
を
用
い
た
祈
り
の
か
た
ち
︱
数
珠
・
副
葬
・
像
内
納
入
品
﹂︵﹃K

abunken N
ew

s Letter

﹄
六
、
二
〇
一
二
年
︶
参
照
。

︵
16
︶　

以
下
、
西
念
に
つ
い
て
は
多
賀
宗
隼
﹁
僧
西
念
﹂︵
同
氏
﹃
論
集
中
世
文
化
史
﹄
下
︿
僧
侶
篇
﹀、
法
藏
館
、
一
九
八
五
年
︶
を
参
照
。
ま
た
観

空
西
念
に
つ
い
て
は
、
中
野
玄
三
﹁
峯
定
寺
諸
像
の
系
譜
︱
長
寛
元
年
造
立
仁
王
像
の
銘
文
を
中
心
に
し
て
︱
﹂︵﹃
国
華
﹄
九
二
六
、
一
九
七
一
︶

も
参
照
。

︵
17
︶　
﹃
大
日
本
仏
教
全
書
﹄
一
二
〇
︵
寺
誌
叢
書
四
︶
所
収
。

︵
18
︶　

峰
定
寺
に
つ
い
て
は
菊
池
京
子
﹁
大
悲
山
峰
定
寺
︱
附　

花
脊
別
所
の
民
家
︱
﹂︵﹃
史
窗
﹄
一
三
号
、
一
九
五
八
年
︶、
田
中
幸
江
﹁
古
刹
歴

遊
①

峰
定
寺
︱
懸
崖
の
寺
︱
﹂︵﹃
日
本
美
術
工
芸
﹄
四
四
八
、
一
九
七
六
年
︶、同
氏
﹁
信
西
撰
述
﹃
大
悲
山
寺
縁
起
﹄
を
め
ぐ
る
諸
問
題
﹂︵﹃
説

話
文
学
研
究
﹄
四
一
、
二
〇
〇
六
年
︶、
同
氏
﹁
京
都
の
北
山
︱
大
悲
山
峰
定
寺
を
と
り
ま
く
宗
教
世
界
︱
﹂︵﹃
日
本
文
学
風
土
学
会
紀
事
﹄

三
二
、
二
〇
〇
八
年
︶
を
参
照
。

︵
19
︶　

峰
定
寺
諸
像
に
つ
い
て
は
、
中
野
前
掲
論
文
︵
註
︵
16
︶︶
を
参
照
。

︵
20
︶　
﹃
平
安
遺
文
﹄
補
六
四
号
文
書
。

︵
21
︶　

永
治
二
年
四
月
二
十
八
日
に
康
治
と
改
元
。
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︵
22
︶　
﹃
平
安
遺
文
﹄
補
六
七
号
文
書
。

︵
23
︶　
﹃
平
安
遺
文
﹄
補
六
八
号
文
書
。

︵
24
︶　

保
延
六
年
八
月
付
﹁
供
養
目
録
﹂
に
﹁
一
、
奉
死
後
料
儲
仏
経
目
録
﹂
に
﹁
奉
一
躰
出
家
日
供
養
保
延
六
年
三
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　

﹂
と
み
え
る
。

︵
25
︶　

保
延
六
年
八
月
付
﹁
供
養
目
録
﹂
に
﹁
一
、
奉
年
来
日
別
勤
行
仏
経
目
録
﹂
と
し
て
﹁
始
康
和
二
年
至
于
保
延
六
年
宛
日
別
一
躰
奉
摺
写
供
養

毗
沙
門
天
王
目
録
﹂
と
み
え
る
。

︵
26
︶　
﹃
平
安
遺
文
﹄
二
九
七
七
号
文
書
。

︵
27
︶　
﹃
平
安
遺
文
﹄
三
〇
九
六
号
文
書
。

︵
28
︶　
﹃
京
都
叢
書
﹄
五
。

︵
29
︶　

久
多
の
古
老
に
よ
れ
ば
、
幼
い
頃
は
祖
母
に
手
を
引
か
れ
峰
定
寺
に
参
詣
し
た
と
い
い
、
現
在
は
峰
定
寺
へ
大
回
り
な
車
道
し
か
な
く
、
約

十
五
粁
、
車
で
三
十
分
ほ
ど
か
か
る
が
、
直
線
距
離
で
は
約
五
粁
程
度
で
、
以
前
は
徒
歩
で
比
較
的
短
時
間
で
行
き
来
で
き
て
い
た
と
い
う
。

︵
30
︶　

常
盤
三
寂
に
つ
い
て
は
、
岩
橋
小
弥
太
﹁
常
磐
の
三
寂
﹂︵﹃
国
学
院
雑
誌
﹄
五
九
ノ
四
、
一
九
五
八
年
︶、
玉
井
幸
助
﹁
大
原
の
三
寂
と
三
人

の
姉
妹
﹂︵﹃
学
苑
﹄
二
二
一
、
一
九
五
八
年
︶、
武
田
容
子
﹁
常
磐
三
寂
に
つ
い
て
の
一
考
察
﹂︵﹃
立
教
大
学
日
本
文
学
﹄
二
三
、
一
九
七
〇
年
︶、

井
上
宗
雄
﹁
常
盤
三
寂
年
譜
考
︱
付
範
玄
・
三
河
内
侍
・
隆
信
略
年
譜
︱
﹂︵
同
氏
﹃
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
﹄、
笠
間
書
院
、
一
九
七
八
年
︶、

鈴
木
左
内
﹁
藤
原
為
忠
の
事
歴
と
そ
の
子
常
盤
の
三
寂
の
出
家
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹃
智
山
学
報
﹄
三
七
、
一
九
八
八
年
︶
を
参
照
。

︵
31
︶　
﹃
中
右
記
﹄
長
承
元
年
正
月
二
十
日
条
に
﹁
伊
豆
守
藤
原
為
業
蔵人

﹂
と
み
え
る
。

︵
32
︶　

治
承
四
年
︵
一
一
八
〇
︶
か
ら
寿
永
二
年
︵
一
一
八
三
︶
ま
で
の
も
の
と
さ
れ
る
﹁
一
品
経
懐
紙
﹂︵
国
宝
・
京
都
国
立
博
物
館
蔵
︶
に
法
師
品
・

述
懐
の
二
首
を
遺
し
て
い
る
。

︵
33
︶　
﹃
長
秋
記
﹄
大
治
四
年
七
月
七
日
条
に
﹁
女
房
な
つ
と
も
為
忠
妻

、
い
は
ひ
を
宇
賀
茂
女
御

主
重
助
女
也
、　
︵
○
清
茂
按
伊
波
比
乎
者
、
賀
茂
神

号
賀
茂
女
御
、
亦
見
続
世
継

両
院
、
資
遠
大
夫
尉

、
資
盛
安
芸
守

等
許
、
候
臥
内

奉
助
起
居
﹂
と
み
え
る
。

︵
34
︶　
﹃
兵
範
記
﹄
保
元
三
年
正
月
六
日
条
に
﹁
従
五
位
上

　
　
　
　

藤
為
業
従
下
一

　
　
　

﹂
と
あ
り
、
同
月
三
十
日
条
に
﹁
対
馬
守
藤
原
為
業
蔵人

﹂
と
あ
る
。

︵
35
︶　

永
万
二
年
八
月
二
十
七
日
に
﹁
仁
安
﹂
と
改
元
し
て
い
る
。

︵
36
︶　
﹃
撰
集
抄
﹄
第
五
﹁
近
衛
院
之
三
位
発
心
ノ
事
﹂。

 

︵
本
学
教
授　

日
本
古
代
史
︶
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五
輪
塔
、
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峰
定
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